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6.1付 
鳥羽重一 北海道漁業調整事務所総務課長 
     （天塩支所長） 
石垣 章 天塩支所長 
     （技術指導官） 
 

【【【【主主主主なななな所所所所内内内内会会会会議議議議】】】】 
 
2.15-17 平成11年度後期技術専門官・調査係長
合同会議 
 
2.24-25 支所長会議 
 
3.6-7 庶務係長会議 
 
7.12-14 平成12年度前期技術専門官・調査係長
合同会議 
 

【【【【ササササーーーーモモモモンンンンセセセセミミミミナナナナーーーー】】】】 
 
3.2 第69回 
社団法人日本水産資源保護協会専務理事 原武
史：水産増養殖と水産用医薬品 
 

【【【【リリリリササササーーーーチチチチセセセセミミミミナナナナーーーー】】】】 
 
2.29 第37回 
斎藤寿彦：1999年根室海峡サケ・マス稚魚調査の
結果概要（特に沿岸域におけるサケ・マス稚魚の
分布特性を考える） 
 
4.21 第38回 
鈴木俊哉：十和田湖におけるヒメマスとワカサギ
の成長 
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浦和茂彦：アジア系サケ幼魚の沖合分布と移動 
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ing pink salmon in the Gulf of Alaska in the summer 
of 1998. 
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2.1 平成12年水産関係試験研究機関長会議（東
京都）橋爪所長 
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市）眞山生物生態研究室長 
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幌市）眞山生物生態研究室長 
 
3.3 第26回北海道地区研修担当官会議（札幌
市）鈴木庶務係長 
 
3.6 水産庁研究所企画連絡室長会議（横浜市）
廣井調査課長 
 
3.9-17 日ロ漁業合同委員会第16回会議（東京
都）大熊主任研究官 
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（札幌市）福井総務課長 
 
3.15 平成11年度北海道ブロック水産業関係試験
研究推進会議資源・海洋部会（釧路市）渡辺生物
資源研究室長 
 
3.15 独立行政法人会計基準各省庁連絡会議（東
京都）白川会計課長補佐 
 

3.21 平成11年度第3回千歳川水産環境調査委員


